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より消費電力を補うZEB(Zero Energy Building)の計画においても、自然換気は必須項目となってきている。 

































































質考慮なしでは、5月に 53％、10月に 29％の冷房負荷削減率だったものが、空気質を考慮するとそれぞれ 40％、
10％に効果が低下することが分かった。また、濃度との関係を確認すると、従来の開閉判定では室内の平均 NOx
濃度は基準値の 0.06ppm以上だったものが、空気質を考慮することで基準値以下の室内濃度に低減していること
が確認された。この手法を用いることにより、計画時であれば、周辺の汚染物質発生源の影響を考慮した予測に
利用でき、また、将来的には、運用時に、屋外汚染物質流入を抑制する自然換気開口の開閉制御に組み込むこと
で、室内空気環境と省エネルギー性の両面でバランスのとれた自然換気を実現することが可能となる。 
以上のように、本論文は多数の開口の組み合わせで構成される事務所ビルの自然換気計画に対して、最適化手
法を援用した新しい自然換気経路の計画手法を提案し、これを用いて竪シャフトとの各階をつなぐ開口の役割を
明らかにした。 
また、屋外汚染物質の室内濃度を、風向・風速との関係に帰着させ、これまで不可能であった屋外汚染物質の
流入状況に応じた自然換気開口の開閉を実現する判定条件の決定手法を提案したものである。これは従来の実務
における自然換気計画の問題点を大幅に改善し、今後の事務所ビルの空調用エネルギー消費の削減に大いに貢献
するものである。 
 本研究では自然換気の省エネルギーの側面に焦点を当てた評価としたため、外気導入量はできるだけ大きくし
たいという前提があった。現在、自然換気に関しては、省エネルギー以外に、室内での快適感や知的生産性など
の観点でも研究が進められており、外気導入量についても従来と異なる評価が出てくる可能性がある。今後、省
エネルギーと快適性、その他の項目などについてもバランスの良い自然換気計画を進めていくことが求められて
いる。 
 
